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埋蔵文化財センター 

福岡市埋蔵文化財センター所蔵の縄文土器で貴重な発見！ 
～熊本大学との共同による最新の調査成果～ 

このたび、熊本大学大学院の小畑弘己教授らは、当センターに所蔵されている縄文土器に関し、
12 月 11 日に同大学で記者発表を行います。この研究は同大学に当センターが協力して令和５年よ
り実施してきたもので、当センターが所蔵する縄文土器を当施設内に同大学が設置した X 線 CT ス
キャナによって探る国内外でも最先端の研究です。

◆ Ｘ線 CT スキャナ、３D画像による最新の調査
◆ 縄文時代では極めて珍しい貝殻を混入した土器の発見
◆ 九州最古級のマメ類などの貴重な発見

※ 具体的な研究成果につきましては熊本大学が発表します。

下記のとおり X線 CTスキャナ機器類を用いた分析デモンストレーションの撮影ができます。 
◆ 日 時：１２月１２日(木) 午後１時から午後３時まで
◆ 会 場：福岡市埋蔵文化財センター(博多区井相田 2-1-94)
◆ 内 容：実際の出土品を同大学の研究員が機器類を用いて、新発見の成果を再現
◆ 備 考：当センター収蔵庫の撮影も可、事前連絡不要、駐車場あり

※ 現在当センターは大規模改修工事のため、一般利用ができません。
取材に際しましては、建物北側の通用口のドアホンを鳴らしください。

埋蔵文化財センター収蔵庫 

元岡･桑原遺跡群(西区)第３次調査 

※研究対象の遺跡の一つ

【問い合わせ先】 

 本紙にかかること 

 ＜福岡市埋蔵文化財センター＞ 

   担当：榎本(ｴﾉﾓﾄ) 

   TEL 092-571-2921 

研究成果にかかること 

＜熊本大学大学院人文社会科学研究部＞ 

  担当：教授 小畑 弘己(ｵﾊﾞﾀ ﾋﾛｷ) 

  TEL  096-342-2423 
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今回の成果 


